
作業療法士が関与する認知症施策の実践事例集事業

今後の展開

道内の作業療法士の実践事例について，GoodPractice(GP)
を用いてまとめた本事例集は，認知症施策に作業療法士が関与
する際の参考にする目的で令和3年3月に発刊した．
今年度は本事例集を用いて普及啓発を行う．会員に対しては

HPからのDLでの配布を行い，北海道，市町村及び地域包括支
援センターに対しては冊子の配布を行う．さらに，他職種や住
民向けに本事例集を使用した研修や講話を行うなど，道民に対
する公益的な事業について，企画・検討を進めている．
また，新たな実践事例についての調査を行い，事例の追加を

予定している．

昨年度はアップデート研修を見送ることとなったが，今年
度はリモート開催も視野に入れて，新たな研修会スタイルを
検討中である．また，認知症カフェなど現地参加型の研修会
も状況に応じて開催していく予定である．一方，これまでの
研修会参加者に対するアンケート調査結果を裏付けとした，
実施可能な新規事業の企画検討を進めていく予定である．

公益社団法人 北海道作業療法士会
会長：清水 兼悦 地域部：岩永輝明

認知症作業療法活動報告（概要）

北海道作業療法士会では，昨年度より認知症施策推進委員会を発展解消し，地域部認知
症施策推進課として事業を継続している．事業内容は①人材育成事業，②広報事業，③調
査事業，④渉外事業を4本柱として進めているが，昨年度は新型コロナウイルスの影響によ
り，研修会は重点課題研修のみの開催に留まった．一方，調査・広報事業として「作業療
法士が関与する認知症施策の実践事例集」を発刊するに至った．事例は9事例，トピックス
3例からのスタートではあるが，今後もアップデートしていく予定である．

人材育成事業

昨年度は，重点課題研修として「認知症の人の働く地域支
援」をテーマに，北海道で開催された「注文を間違えるレスト
ランin石狩を中心に」についてのリモート研修を実施した．今
年度は，「認知症高齢者の食べる喜びを支える摂食嚥下リハビ
リテーション」についてリモート研修会を開催する予定である．

広報
家族会関連コラムの一例

2019年度より行っていた会員向けへの家族会コラムを，今
年度より道士会地域部他課と協業して継続している．またコラ
ムの波及効果として認知症の人への地域支援の講演依頼に繋が
り，作業療法士以外の関連職種との関係を築く一助となってい
る．
昨年度は，世界アルツハイマー月間に合わせて，市立図書館

の毎月祭事コーナーに認知症関連の書籍を展示させて頂いた．
図書館利用者の関心は高く，認知症の人への理解を進める一つ
の機会となった．

認知症施策の実践事例集表紙

図書館入り口の設置状況

2021



一般社団法人 青森県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

青森県作業療法士会では，①認知症作業療法の普及啓発活動、②認知症に対応できる作

業療法士の人材育成、③認知症初期集中支援事業の3本柱で計画している。
認知症作業療法の普及啓発活動の一つである『認知症スタンプラリー』はパネル掲示とし、
人との接触を出来るだけ避ける形で開催した。人材育成のための研修会もオンラインで開
催するなど、コロナ禍でも出来る活動を考えて3本柱を達成できるように取り組んでいく。

認知症スタンプラリー

今年度は、新型コロナウィルス感染予防対策とし
て、対面式ではなくパネル掲示にて認知症について
学ぶ場を設けた。昨年度はイベント活動が皆無だっ
ただけに、他の専門団体から「やっぱりこうやって
一緒にイベントを作るのは楽しいね」と共感を得ら
れた。作業療法士らしく、作製したスタンプ自助具
も好評であった。

認知症の人と家族の会との連携事業

『つどい』に継続して参加している。今年度も認知
症フォーラムや世界アルツハイマー・デーのイベント
は中止となった。認知症スタンプラリーの企画や運営
に携わって頂き、顔の見える化に繋がっている。

介護予防に関する新聞記事の依頼があり、山形県

士会の4コマ漫画をヒントにして、青森県版のス
トーリーを作業療法士が構成し、新聞社編集局でイ
ラストを作製してもらった。地方紙紙面に大きく掲
載され普及につながった。

4コマ漫画作製、地方紙掲載で普及・啓発

 

第２回 
 
 
 
 
 
 
 

スタンプラリーを通して認知症のことや支援してくれる人達を知ることができます！ 
 

老若男女どなたでも楽しめます！ 
 

スタンプを集めて景品がもらえる！ 
 
 

日時 令和 3年 5月 30日（日） 10時～15時 

場所 八戸ポータルミュージアムはっち 

   １階  はっちひろば 

雨天決行（屋内） すべて無料 申し込み不要 

栄養  薬 支援 予防 

について について について について 

関連団たイカらの情報を  マスクをして 

パネルに展示します！  イってみようカ！ 
 
 
 
 
 

 

共催：  
一般社団法人 青森県作業療法士会 / 八戸市 / 
青森県若年性認知症総合支援センター / 一般社団法人 八戸薬剤師会 
協力： 
青森県栄養士会 八戸地区会 / 公益社団法人 認知症の人と家族の会 青森県支部 /    
八戸市レクリエーション協会 / はちのへ認知症疾患医療センター 
 
 
 
お問い合せ   

一般社団法人 青森県作業療法士会 （担当 笹原 0178-61-0606） 

足踏み式スタンプ
（自助具）
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協力いただいた
多くの専門団体



一般社団法人 岩手県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

岩手県作業療法士会では、事業局 地域支援部地域包括ケア推進員会 認知症班として
活動している。
県士会員の認知症者対応に関するスキルアップ研修、一般や他団体への啓発活動、行政

との連携を中心に活動を計画している。
また、同委員会 介護予防班で作成した介護予防マニュアルについても、認知症対応に

関する項目を追加する予定である。

認知症者対応に関するスキルアップ研修

２０１９年度から、９つの各支部ごとで認知症作業療法アップデート研修が開催で
きる様に、人材を育成するための研修を開催してきた。そのうち、３つの支部で支部
単位の研修が開催出来た。
また、認知症作業療法に対する関心のある支部から、出前講座の依頼を受けた。

「明日から活かせる情報」と希望があったため、アップデート研修のカリキュラムか
ら、BPSDと認知症者に対するアセスメントの章を抜粋し研修を行った。

一般や他団体への啓発活動

JAいわて花巻より「通所介護とリハ職の連携」のタイトルで研修依頼を受けた。介
護予防班と連携し、アップデート研修の内容を交えた研修を開催した。

岩手県若年性認知症支援ネットワーク会議
への出席依頼があった。岩手県基幹型認知症
疾患医療センターや盛岡市長寿社会課などが
主催しているが、２０２０年度は書面開催と
なった。今後も、若年性認知症者に対する支
援のあり方やコロナ禍におけるオンラインを
活用した家族会の検討などが話し合われる予
定である。

行政との連携

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応
など
２０２０年度の研修や班会議の開催は、Web

会議システム（ZOOM）を活用している。
RUN伴や認知症カフェ祭り等の他団体協力事

業は、協賛や運営協力の調整を進めたが、全て
中止となった。



一般社団法人 宮城県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

特にございません。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

特にございません。

認知症の人と家族の会との連携事業

特にございません。

認知症カフェの実施の際、アルコール消毒やマスクの着用、三蜜
の回避など基本的な感染対策を徹底した中で行っております。また
感染状況を鑑みて随時開催の可否を検討しております。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

大河原町と仙台市で開催している認知症カフェに参画．大河原町では週一回，直営の地域包
括支援センターが運営する認知症カフェに参画．地域の薬剤師とOTが主体となり，はつらつメ
イト（介護予防サポーター）と共同し携わっている．一方，仙台市では月一回，仙台市薬剤師
会と介護専門職，宮城県作業療法士会の共催で運営．いずれのカフェも，コロナ禍では飲食物
の提供・人数制限などの感染対策を取りながら，ミニ講話・作業活動・軽体操等を通じて参加
者同士の語らい・支えあいに重きを置いた取り組みを行っている．また，認知症介護研究・研
修仙台センターが仙台市からの委託を受け認知症カフェ支援事業の一環として開催している
「認知症カフェ企画・運営者会議」に昨年度より参加の機会を頂き，市内で開催されている多
認知症カフェ運営者の方々と開催・運営状況に関する情報交換や今後認知症カフェを継続・普
及させていくための方策について意見交換を行っている．

認知症カフェ事業への参画



一般社団法人 秋田県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

秋田県作業療法士会では，年1回の認知症基礎研修と、年1または2回の事例検討会を行っ
ている。事例検討会は、各地域での様々な取り組みの周知や、横のつながりの強化も目的
の一つとして行っている。
これまでの研修会でのアンケート結果から、研修会への参加は県中央部での開催だけでは
参加が難しいとの意見が一部みられた。これを踏まえ、県南での開催し、次は県北の予定
であったが、コロナ禍の影響が大きく頓挫したままある。そこで、対面からリモートによ
る開催へと変更した。この変更は、デメリットだけではなく交通費や移動時間の節約、参
加費の無料化(一部）とメリットもたらし、今後もしばらくは年10回ほどの推進委員の会議
や研修会、検討会の開催は全てオンラインでの運営を行う予定である。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

以前、アルツハイマーデーに合わせて、秋田県理学療法士会からの依頼に応え、コグ
ニサイズの実演や家庭で可能な運動を紹介する資料の配布を行った。これは、主催では
なくあくまで協力した企画であり、継続的な活動には至っていないのが現状である。今
年、家族会では、アルツハイマーデーでの企画として介護体験の著者による講演や、世
話人との対談など予定されている。
認知症に関わる、自治体や様々な団体とのネットワーク作りを積極的に行い、今後継続
した企画運営につなげたい。

認知症の人と家族の会との連携事業

昨年度、家族会が月1回主催する集いの会に参加し、それを機にミニ講話の依頼が
あり、翌月には作業療法や、家族向けの体操の紹介を行った。3度目の参加後に秋田
県でのコロナ対策として、会への参加が厳しい状況が続いている。推進委員の参加は
困難な中、幸いにも県士会員が1名正会員として参加を継続しており、必要に応じて
専門職の立場からのアドバイスや、ミニ講義が行われている。

コロナの影響は、今まで行われてきたほとんどの環境を一変させ
ている。対面で行われてきた推進委員会議はもとより、事例検討会、
認知症基礎研修は全てオンラインでの開催とした。今後しばらくは、
現状の対応を続ける予定である。

図や写真

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応

８月1日に令和３年度第1回の事例検討会を行った。３症例の事例検討に、特別講演、
意見交換会とプログラム的にもより充実させるものとなった。９月には令和３年度認
知症基礎研修（アップデート研修）の開催予定である。また、第1回の事例検討会で
は、参加者より次回の検討会に向けて事例紹介を考えている会員もおり、少しずつで
はあるが、秋田県においても、認知症作業療法に積極的に関わる作業療法士が増えて
きていると実感する。推進委員の活動もよりステップアップしたものを提供できるよ
う、今後も他県士会や協会からの情報を収集し、秋田県に即した研修会・事例検討会
の運営を図りたい。

認知症作業療法基礎研修および事例検討会



一般社団法人 山形県作業療法士会2021

昨年度下半期の活動報告と今年度活動計画（概要）

山形県作業療法士会における昨年度下半期での活動では，認知症に関する研修事業とし
て，2019年12月に日本作業療法士協会より発行された「認知症作業療法評価の手引き」の
普及啓発と実践的な活用方法を学ぶための研修を企画した．
認知症基礎研修事業では，手引きの概要と2013年度から取り組んでいる認知症出前講座

の新しいスライド，一般向けの認知症作業療法パンフレットの紹介を行った．また，コロ
ナ禍における認知症支援についてグループワークが行われた（2020年10月4日Web開催に
て参加者13名）．
認知症基礎研修事業の上位研修である認知症対応力向上研修事業では，手引きの実践的

な活用方法について，手引きを執筆された認知症の人の生活支援推進委員会の村島久美子
氏よりご講義いただいた（2021年1月30日Web開催にて参加者23名）．
今年度の活動は，地域における認知症の人とその家族に対する支援や認知症予防等，認

知症に関する地域のニーズに応えること，OTの認知症に関する知識と対応力の向上を目的
とした人材育成と啓発を目指すことを基本方針として事業を継続して行く．
認知症に関する研修や認知症フォーラム等の事業については，コロナ禍において，感染

状況を考慮し，Web開催または感染対策を講じながら対面での開催を検討している．

今年度の認知症に関する研修会

認知症基礎研修会は第1回を8月5日にオンラインで開催した（参
加者15名）．内容は，1月31日に開催された日本作業療法協会「士
会における認知症への取り組みを推進する担当者同士の情報交換
会」の報告や「認知症の人と家族のためにできること」をテーマと
したディスカッションである．第2回は例年開催している認知症UD
研修会をオンラインで開催予定である．
認知症対応力向上研修会では，コロナ禍における作業療法士の認

知症の方への取り組みの報告と情報交換会を企画（2021年11月
Web開催予定）している．コロナ禍で認知症の人への支援の在り方
も変化を余儀なくされている中，各事業所の作業療法士が葛藤や不
安を持ちながらも，より良い支援を目指して行ってきた取り組みを
共有し，今後の在り方を模索していく．

認知症出前講座，認知症フォーラムは感染対策を講じながら，
対面開催またはリモートでの開催に向けた準備を継続している．
若年性認知症支援では，認知症の人と家族の会山形県支部によ

る若年性認知症のつどい「なのはな」への支援を継続している．
対面での参加が困難な状況が続いており，リモートでの参加を

検討中である．

認知症出前講座，認知症フォーラム，若年性認知症支援，
認知症初期集中支援チーム普及啓発

今後の展開

・認知症の人と家族の会への協力，協働関係の発展
・県内4支部における，さらなる認知症作業療法の推進
・地域の行政機関，組織との結びつきを強め，認知症関連の依頼への対応を迅速化

一般向け認知症作業
療法パンフレット



一般社団法人 福島県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

福島県作業療法士会では，地域保健福祉部，介護保険部，支部など組織横断的に認知症
に関する活動を実施している．

県基金委託事業

2018年2019年に福島県地域医療介護総合確保基金事業の委託を
受けて認知症ケアに携わる人材の育成のための研修会を開催した．
2019年は認知症初期集中支援チームの効果的な活動のあり方につ
いて基調講演，シンポジウム，事例検討を行った．

福島県認知症施策推進協議会への参画

第2次福島県認知症施策推進計画の策定にあたり，福島県認知症
施策推進協議会委員として福島県作業療法士会の代表が協議会に参
加し計画について協議した．2021年4月からこの推進計画に従って
認知症施策が動き出している．

福島県作業療法士会会津支部では，認知症カフェを運営している．
毎月第2土曜日に地域のコミュニティーセンターで開催し，15名程
度の参加を得ていた．いわき支部では作業療法士が中山間地域（3
地域）へ訪問してのオレンジカフェ事業を担当している．

認知症カフェの運営

認知症初期集中支援事業への参画

県内各自治体から依頼を受けて，作業療法士が認知症初期集中支
援事業へ参画している．新型コロナウィルス感染拡大の影響で活動
のない自治体がほとんどだった．県士会として活動状況を把握でき
ていないことが課題となっている．

新型コロナウィルス感染拡大により，認知症ケアに携わる人材の
育成のための研修会，会津支部の認知症カフェは中止となった．認
知症初期集中支援事業は活動できていない．

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

認知症の人と家族の会との連携事業

福島県認知症施策推進協議会委員として協議会に参加した際，認
知症の人と家族の会代表も委員として出席していて家族の会の活動
について士会で共有する機会を得た．認知症の人と家族の会のパン
フレットやリーフレットをいただき，世界アルツハイマーデーや家
族の会の活動を広く周知している．



一般社団法人 栃木県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

認知症の人と家族の会との連携事業

会長：仲田 和恵 認知症作業療法推進員：高橋 強、遠藤 勇騎

栃木県作業療法士会では、「地域リハビリテーション推進部・認知症ケア対策推進部門」
として「研修事業」を中心に活動している。活動の主な目的は認知症ケアに携わる人材の育
成。内容としては、認知症アップデート研修会の他、アップデート研修を受講した方を対象
に認知症応用研修会の実施。また、啓発事業としての「RUN伴」への運営面での参加も毎年
行っているが、昨年は新型コロナウイルス感染症の影響のため、各活動が十分におこなえて
いない。

認知症啓発事業

RUN伴2019に県士会として後援。
県士会認知症ケア対策推進委員がエリア長・副エリ
ア長として運営に参加。

RUN伴2020は新型コロナウイルス感染症の影響の為
全国的に中止となったが、SNSを利用して認知症の
方にエールを送る活動を県内実行委員を中心に行
なった。2021年度も昨年同様県内実行委員を中心に
活動を継続している。

R2年2月にはアップデート研修を受講した方を対象に認知症
応用研修会を実施。認知症の人と家族の会や行政からも講
師を派遣して頂き、より他機関との連携等も視野に入れた
研修内容とした。
昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、研修会
を通しての連携事業は行わなかったが、今年度は応用研修
会講師協力等で連携を図っていきたいと考えている。

研修事業・COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

H28年度から認知症アップデート研修を開催。
年2回県北地域、県央地域で1回ずつ実施している。
また、R1年度はアップデート研修を受講した方を対象に認
知症応用研修会を実施した。
R2年度は県南地域での研修会の開催を予定していたが、新
型コロナウイルス感染症の影響があり、アップデート研修
会は中止。認知症部門単独ではなく、地域包括ケア・介護
予防推進部門との共同開催という形で介護予防分野におけ
る認知症予防についてのZOOM研修会を実施した。
今年度はアップデート研修会（ZOOM）の開催やアンケー
トの実施を予定。



一般社団法人 群馬県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

群馬県作業療法士会では，「地域作業療法推進
部認知症支援推進グループ」として

◎県内認知症ケア資質向上のための研修事業
◎家族会支援にむけた連携強化、取り組み
◎認知症初期集中支援チームに資する人材育成
事業の検討

〇県内OTの認知症対応能力向上
（グッドプラクティスの集積および集積結果の周知）

〇認知症ケアパスについての研究、啓蒙
〇県内のOTの認知症支援活動の調査

※◎は実施中、〇は計画中

世界アルツハイマー・デーでのイベント
の企画

毎年9月に、県士会HPに世界アルツハイマー・デー月間として、
当グループの活動内容をまとめた資料を掲載している。

認知症の人と家族の会との連携事業

認知症の人の家族の会つどい（月1回）
に当グループ部員が参加し、相談事業を
行っている。
今後相談の際に、より有益な情報を当事
者家族に伝えられるように、部員の勉強
会を実施したり、認知症当事者のための
資源マップ作りを企画している。

2020年5月より、地域作業療法推進部の他
の3つのグループ（発達・精神・地域支援
推進グループ）と共同で、左図の様な
『健康増進のためのワンポイントアドバ
イス』を発行した。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・
対応など



一般社団法人 埼玉県作業療法士会
会長：宇田英幸 認知症作業療法推進員：吉田朋子（ninsaitama@gmail.com）

認知症作業療法活動報告（概要）

埼玉県作業療法士会では、地域支援の基盤強化を目指し、認知症専門研修やオレンジカ
フェの支援を行っている。また、認知症の人と家族の会との連携も継続しており、若年の
つどいやオレンジリング絆フェスイベントに協力している。
コロナ禍において、研修はすべてオンライン研修に切り替え、地域支援は感染対策を講

じつつも参加が厳しい状況が続いている。このような状況下でも、支援が継続できるよう
方法を模索している段階。

認知症専門研修（基礎・応用コース）

対面研修からオンライン研修に変更。基礎コースを2回に分け（前編・後編）夜間に短
時間での研修とした。受講者は50名前後で、初めてのオンライン研修であったがスムー
ズに開催できた。
応用コースは京都府士会とのコラボ研修を実施。京都府士会と埼玉県士会の地域支援

の取り組みを紹介し、地域支援の大切さや楽しさをアピールする研修会となった。

認知症の人と家族の会との共催

コロナ禍のため、「若年のつどい」への県士会員の派遣が難しい
状態が続いている。
昨年度より、RUN伴をきっかけにはじまった、「オレンジリング
絆フェス」に協力団体としてポスター作成や広報で関与している。

オレンジカフェの実施

昨年に引き続き、一部のカフェにのみ人数を制限し会員を派遣。
Zoomを使用し、4か所を同時中継しながらのカフェを運営するなどコロナ禍に合わせ柔
軟な支援を模索している段階。

これでいいのだバンド！垣根を超えた水平な関係作り

当事者、専門職、年齢など関係なく音楽好きな仲間との
バンド結成。ＬＩＮＥ等のＳＮＳにてバンドメンバーとの
繋がりは継続できている。顔を合わせての練習が難しいた
め、オンラインでの練習やメンバーひとりひとりの動画を
組み合わせて1つの動画を作成するなど、コロナ禍において
も関係性の継続に力を注いでいる。

2021



一般社団法人 千葉県作業療法士会2021
会長：坂田祥子 認知症作業療法推進員：富本哲平・下田辰也

認知症リハビリテーション専門職研修

H25年度の千葉県認知症コーディネーター養成研修および認知症専門職研修体系構築事業
の受託を機に、千葉県作業療法士会、理学療法士会、言語聴覚士会の三士会合同で
「認知症リハビリテーション専門職研修会」を現在まで実施している。基礎コース・応用
コースのカリキュラムで、医師、看護師、弁護士、リハビリ職、ケアマネジャーなどを
講師として招き、講義・グループワークを通して、リハビリ専門職への認知症の理解を
深める研修を行い、延べ929名の受講者を得ている。
令和3年度はオンラインでの基礎コースを実施し、31名の参加者で今後の運営に

つなげるよう模索している。

今後の展開

・千葉3士会合同（千葉POS）への運営委託と、WEBでの基礎・応用コースの実施
・認知症リハビリテーション専門職研修の実施マニュアル作成・業務の効率化
・認知症の人と家族の会と当研修修了者との地域支援体制づくり

千葉県認知症対策推進委員会、作業部会への委員派遣

千葉県認知症対策推進委員会および作業部会に、千葉県作業療法士会として、委員を
派遣している。当委員会は、千葉県内のさまざまな職能団体の代表者や有識者で構成さ
れており、千葉県高齢者保健福祉計画の認知症関連に関する計画策定にも関与している。

令和2 年度 認知症リハ研修アウトカム報告書の作成と配布

今まで受講された上級・応用コース修了者対象にアンケート調査を実施し、報告書を
作成し、各士会に配布した。現状のプログラムに対し満足している方が多いが、委員や
講師など運営側の負担がこれ以上増加しない対策と、今後の派遣依頼に対応できるよう
検討していく

開催年度 種別
参加者数

OT PT ST 合計

H25

初級 67 33 8 108

中級 69 31 7 107

上級 69 29 8 106

H27 基礎 54 29 9 92

H28
基礎 22 11 11 44

応用 33 22 9 64

H29
基礎 54 39 7 100

応用 39 24 5 68

H30

基礎 42 2 6 50

応用 24 3 3 30

フォロー 29 10 6 45

R1
基礎 35 39 1 75

応用 23 15 2 40

R2 COVID-19感染拡大のため全研修中止

合計 560 287 82 929



一般社団法人 東京都作業療法士会
「認知症の人と家族の生活支援委員会」

委員長 上村 淳

2021

認知症に関する活動計画（概要）

認知症アップデート研修

ONLINEという形式にて、東京都のみならず全国の作業療法士を対象に「第４回認知
症アップデート研修」を開催させていただき、北は北海道から南は愛知県まで、総勢100
名以上の作業療法士から参加をいただきました。
また、いろいろONLINE開催についての反省点はありますが、「コロナだからこそ」、

「ONLINE」だからこその強みを持ちながら、幅広い作業療法士の方々に「認知症作業
療法」の基本を学べる環境を思案しています。
また、今後については「アップデート研修」の「ステップアップ研修」視野に入れ、検
討してゆきたいと考えています。

東京都作業療法士会「認知症の人と家族の生活支援委員会」では，2021年7月11日
（日）に開催された「第17回東京都作業療法士学会」において，「コロナ禍において、
私たち作業療法士はこんなことに気づいたプラスの視点（苦労したコロナ禍での作業
療法を経験した私たち、“新たな発見があったはず”前向きに作業療法を考えません
か？）と題し、ONLINEでのグループワーク＆認知症作業療法講座を開催しました。グ
ループワークでは５グループに分け、当委員がファシリテーターとなり「コロナ禍」
において様々な不安を持ちながら作業療法を提供してきた中で、「新たな発見」をグ
ループ内で共有しました。
後半では４名の委員が代表しミニ講座を開催し、「自分たちが取り組んできた新た

な発見」を振り返ることができました。
当日は学生から教員OTや臨床OTまで幅広く参加していただけました。委員会として

も初めての形での開催で様々な不安だらけの開催になりましたが、前向きに開催でき
たと考えています。「コロナ」を理由にネガティブに考えるのではく、「コロナだか
らこそ我々作業療法士は前向きな生活を考えて行こう！」を合言葉に活動しています。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

認知症に関する広報事業

会員向けの都士会会報に、委員会の事業報告と認知症に関する広報を掲載している。
また、都民一般に対し、SNSやBlogを通して、気軽に読める認知症に関する事例紹介等
を発信し、認知症の啓発に努めている。

１．認知症と家族の生活支援委員会定例会議

２．認知症における作業療法の啓発普及推進

３．認知症関連の情報集約

• 認知症アップデート研修
• 都士会ニュースの執筆
• 都民向けブログの執筆 など

• 他認知症関連団体との連携
• 認知症に関わる作業療法の実態調査 など



一般社団法人 神奈川県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

神奈川県作業療法士では、認知症のある方とご家族の暮らしの困難の改善と健や
かな日々への援助ができるように、県内作業療法士の研鑽や各種団体、行政等と
の連携構築を含めて活動しています。
２０２０年度では、2回の作業療法士向けの研修、認知症の人と家族の会との連携、
県西部で行われている認知症をにんちしよう会との連携を行っています。

会員向け認知症研修

年2回研修会を開催。
2020年度は、認知症アップデート研修とともに、認知症者のリハビリに対して情報共
有のために座談会を実施。
また、神奈川県士会制度対策班と共同で福祉用具の研修会を開催。

認知症の人と家族の会との連携事業

例年は奇数月の第一日曜日に認知症の人と家族の会に参加
若年性認知症の方の本人への介入や家族懇談会などに参加し会の運営のサポー
トを行っている。
2020年度より対面での活動は現在までCOVID-19の影響により参加自粛中

認知症をにんちしよう会の共同開催

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

神奈川県西部の小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町の行政、医療職、福祉職、
介護職の団体で行われている、認知症をにんちしよう会に参加。
例年は認知症に対しての啓発活動を行っていましたが、2020年度よりコロナにより
開催は出来なかったが、今年度はオンラインで動画の配信や相談ブースの設置を
行い、開催予定。

COVID-19の影響により、対面で行われているイベントなどへの参加は中止。
研修会はオンライン上で開催。
イベントはオンラインでの認知症予防の体操動画の配信等に変更。



2019

認知症作業療法活動報告（概要）

新潟県作業療法士会では，認知症初期集中支援チーム、認知症予防事業、認知症カフェ、
認知症サポーター養成講座などに参加している。市町村、地域包括支援センターなどから
依頼を受けサポーター養成講座、認知症カフェなどを中心に活動を行なっている。各施
設・事業所、個人への依頼が多く、正確な実施数の把握はできない。現在県内を７ブロッ
ク、41支部に分け情報収集に努めている。
2020年度は、経験の浅い会員のスキルアップを目的として、臨床場面における認知症対

象者へのアセスメント・介入の思考展開、若手作業療法士の取り組みについてのスーパー
ビジョンを実施した。また、地域で活躍できる作業療法士の発掘を目的に、オンデマンド
研修を実施し、認知症アップデート研修、地域ケア個別会議における認知症事例の考え方
等を実施し好評を得た。

認知症予防事業

市町村、地域包括支援センターなどから介護予防活動とし
て依頼を受け、地域の集いの場やサロンなどで認知症予防教
室などを実施している。内容は、地域住民に対して、認知症
の理解と予防に関する講話、体操などを行っている。コロナ
禍において、今まで実施していた認知症予防の内容をDVD
に作成し、集いの場に配布した事業所の報告を受けている。

今後の展開

・県士会におけるwebを活用した認知症アップデート研修、応用研修の仕組みづくり
・コロナ禍における情報収集と課題整理の実施
・ブロック体制による地域ネットワーク整備と活動状況把握、フォローアップの実施

認知症カフェ事業

市町村、運営ボランティア団体や地域包括支援センターか
らの依頼、情報提供を受け、各地区で認知症カフェに参加し
ており、認知症理解のためのミニ講話や予防講話・体操、家
族の介護相談など行っている。コロナ禍の影響を受け事業を
中止している場合も多かった。2,020年度の実施報告は3地区
（延べ16回）と昨年度よりも激減した。

認知症初期集中支援事業

主に認知症疾患医療センターの事業として県内の数施設で初期集中支援事業の実施して
いるが、OTの参加状況、頻度、内容などについては情報把握が難しい状況がある。2020年
度の実施報告は３地区（延べ12回/年）で昨年度よりも減少した。

２０２１年度の認知症研修

コロナ禍の影響を考慮し、web研修を主として実施予定。昨年度実施したオンデマンド
配信は子育て世代や普段参加できない作業療法士から好評であった。今年度はオンデマン
ド配信をによる認知症アップデート研修の体制整備を実施していく。加えて県内７ブロッ
クでの勉強会への資料提供等を行い、認知症に関わる作業療法士の数の拡大と質の保証を
行う予定。

2021 公益社団法人 新潟県作業療法士会



一般社団法人 富山県作業療法士会

認知症作業療法活動報告（概要）

富山県作業療法士会では、2015年に認知症初期集中支援チーム推進委員会を立ち上げ、
富山県内の市町村からの依頼に応じたり、県士会員の認知症に関する知識・技術向上への
支援を行っている。現在は認知症作業療法委員会と名称を変更し、16名の委員で対応して
いる。活動は当委員会だけでなく、PT・STとの合同のリハビリテーション専門職協議会、
県士会内の地域アドバイザー推進委員会や作業療法普及指導部とも連携して取り組んでい
る。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

以下がCOVID-19により中止となった。
・2021年10月：健康と長寿の祭典（PT.STと共に啓発事業を行う予定だった）

今後の展開

・若年性認知症の人と家族の交流会の援助を継続していく。
・認知症作業療法の啓発など、現地で実施しないと成果をあげにくいことも多い。
コロナ終息後を見据え、Webと現地開催双方で出来ることを検討していく。

認知症作業療法アップデート研修

・2020年はコロナの影響で中止となったが、2021年3月にWeb開催。
・参加者は36名で現地開催時よりもやや多かった。
・Web研修開催には戸惑いもあったが、自宅から参加できるメリットは大きく、
Webの方が参加しやすいとの声が多数あがった。

・資料の配布方法、研修費の入金方法など運営のノウハウを構築することが出
来たので当面Web開催を基本として対応していく。

「若年性認知症の人と家族の交流会」への援助

【経緯】
・富山県若年性認知症相談支援センターより、
「本人家族の交流会の運営に力を貸してもらえな
いか」との依頼を受ける。

【実施】
・2020年7月より2ヶ月に1度実施。コロナの影響
で中止になることもあったが、現在までに6回実
施している。

・家族が互いに情報交換を行っている間、作業療
法士は保健師や看護師と共に若年性認知症の当
事者の方への対応を担当。

・達成感や季節感を共有しやすい工作活動を選定
して実施。当事者の方の力を引き出し、活き活
き過ごすことが出来る場の提供を行っている。

【これまでの内容】
トートバック、お菓子バック、クリスマスリース、
ランプシェード、団扇、風鈴

2021



公益社団法人 石川県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

石川県作業療法士会では，昨年度に引き続きコロナ禍で活動することの難しさに配慮しな
がら以下の２つの柱を掲げて活動を計画する．
１）地域包括ケアシステムの中で，認知機能が低下しても住み慣れた地域で暮らすことを
望む人やその家族の支援と地域づくりをすすめる．コロナ禍でも途切れることなく支援体
制を整えることができるようなツールの開発や運用方法を発信していく．市町の様々な取
り組みの現状をしっかり把握し作業療法士の参画を支援していく．
２）認知症の特徴を踏まえた作業療法の提供，認知症になっても安心して暮らせる地域づ
くりに各士会員が実践できるような支援を行ない，その技術向上に取り組む

地域での認知症予防の推進

認知症予防と認知症になっても安心して暮らせる地域づくり「共
生」を目指すためのプログラムとして金沢市の依頼を受けて県士会
が監修して作成した「いつでもどこでも脳活プログラム」の冊子や
動画を活用し，コロナ禍でもリモートで教室運営ができるように取
り組みをすすめている．昨年度から本格運用している脳活プログラ
ムの開発・運用に認知症対応委員会として参画していく．

地域での認知症の人と家族の支援事業

県内の各市町での認知症初期集中支援チームへの県士会員の協力状
況や認知症カフェの開催状況，他団体との協力体制の現状について
情報収集を行なう．現在参画している作業療法士への支援，まだ作
業療法士が参画できていない地域への参加・協力を推進する．

新型コロナウィルス感染症の感染拡大に伴なって活動の狭小化が継
続している状況にある．また，感染状況によって地域の活動の場や
活動内容に差が生じ，格差が生じている様子も見られている．
昨年度作成した「暮らしのひと工夫紹介」のチラシや動画の活用を
推進していく。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

協会との連携事業

協会からの調査内容を確認し，全県士会員を対象としたアンケート
調査を実施する．協会との意見交換に積極的に参画し，認知症の人
と家族への支援と効果的な作業療法の提供を推進する．



一般社団法人 福井県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

福井県作業療法士会では，平成25年度から特設委員会として認知症対
策委員会を設置し、主に会員の認知症への理解や対応力を高めるために、
認知症や認知症予防に関する情報の把握・勉強会・研修会等を開催して
いる。しかし昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響のため中止せ
ざる得なかったが、今年度は少しでも進捗できるように対策委員会のメ
ンバー10名で企画を練り上げている所である。現在、福井県職員の派遣
制度〈現場でトーク〉を使って、「みんなで支えよう認知症」という
テーマの勉強会を企画したり、来年1月29日に開催される「第9回認知症
疾患医療センター全国研修会 福井大会」の広報なども計画している。

県内OTの認知症関連の動向把握

昨年度はコロナの影響で認知症対策委員会としては動けなかったが、県内のOTの方々に
聞ける範囲で情報提供を呼びかけ、認知症関連で動いた情報を集めてまとめてみた。

＊認知症初期集中支援チームへの協力・参加（坂井市・越前市）

＊県のチームオレンジ研修会への参加・坂井市のチームオレンジに関与
→本人・家族のニーズと認知症サポーターを中心とした支援をつなぐ仕組み

＊県の若年性認知症自立支援ネットワーク会議への参加

＊丸岡町の認知症の方と家族の相談会に出席

＊キャラバンメイト連絡会への参加（福井市・大野市）
・認知症サポーター養成講座開催：福井市小学校・中学校にて

＊［感染対策を実施しての］認知症予防に関する講座（５市町村）

＊南越前町の介護予防サポーター（認知症予防）養成講座講師

＊県社会福祉協議会主催の認知症管理者研修会の講師

＊大学病院の認知症認定看護師の研修会の講師‥など

認知症の人と家族の会との連携事業

単独の企画や連携事業は今のところないが、福井県と認知症の人と
家族の会 福井県支部が企画されている9月19日の講演会・ライト
アップのイベントの広報や認知症の推薦図書の広報を計画している。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

昨年度は、認知症研修会や情報交換会等もコロナの影響で中止した
ので、今年度は少しでも進捗できるようにしていきたい。最近、ある
社協の生活支援コーディネーターの方から、コロナ禍の自粛生活の影
響(足腰の衰え･もの忘れの不安の訴え等)が地域の高齢者に顕著に現
れているとの情報を得たので、少しでも情報提供をできるようにフレ
イル予防のチラシを地域活動推進部の方と練り上げている所である。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

感染対策を実施しての
認知症予防講座の様子



一般社団法人 山梨県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

山梨県作業療法士会では、毎年認知症スタンプラリーという大きなイベントを開催して
いたが、コロナ禍において昨年度から開催できていない。委員によっては、外部の活動が
難しい者もいるため、オンラインでの会議を中心に話し合いをしている。
昨年度は活動が停滞したが、今年度は以下の2つの活動を進める計画を立てている。
①認知症の方への作業療法士の関わり事例集作成

認知症の方への関わりの一部を切り取り、市町村や一般の方にもわかりやすい事例集を
作成する予定。

②認知症関連支援機器ボックス
認知症関連の支援機器や自助具等を、県士会で購入し、会員が支援する際に貸し出しが

できるようにする。今年度は少しずつ物品を購入することから開始。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

県士会としては、イベントの企画・運営は行っていない。
委員の中で、個人としてRun伴や図書館での認知症図書展示などの企画に関わっている。

認知症の人と家族の会との連携事業

現状、直接的な関わりは行えていない。
連絡は取り合っており、10月31日に行われる「認知症の人と家族の会 全国研修会」の
オンラインでのサテライト会場の設営について協力依頼を受けている。

毎年行っていた認知症スタンプラリーは、2020年度から中止を余儀なくされている。
認知症対策推進委員の会議はzoomを使用したオンライン会議を行っている。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など



一般社団法人 岐阜県作業療法士会2021
会長：須貝里幸 認知症作業療法推進員：君垣義紀

認知症作業療法活動計画（概要）

岐阜県作業療法士会では，平成26年度より地域リハ推進部内に認知症対策推進委員会を
設置し，地方局と協力し各地区への認知症推進委員の配置した．平成27年度からは，①認
知症リハビリテーション専門職の人材育成②認知症リハビリテーション専門職の地域派遣
体制の構築を中心として活動を進めています．①に対して県士会主催の研修会，②に対し
て3士会合同事業として，岐阜県介護予防事業推進リーダー研修会を５年続けて行っており，
岐阜県作業療法士会においては，認知症予防と関り方についての研修会を進め，人材育成
とリーダー育成、認知症初期集中支援チームへの参画できるように活動を行っている．

認知症UD研修会

今年度も継続して研修会行う予定にしている。開催方法は、前年度同様にZOOMにて
行う予定だが、COVIDｰ19の様子を鑑みてハイブリット形式で行うことも検討していく。

認知症の人と家族の会との連携事業

現在岐阜支部との連携においては、担当者への訪問は今年度はまだ行えていません。
そのため、直接的な介入はできていないため、先方の意向やこちらからの提案を進めて
いき、研修会の開催などを合同で進めていけるように検討していく。
家族の方も、作業療法士会からの参加より、一人のスタッフとして参加していくほう

がいいのではとのアドバイスがあり、参加者を決めていく予定。

国や各自治体での緊急事態宣言により研修会開催の中止も余儀なく、今年度の予定が
確実に立っていない状態となってしまった。そのため、年内の学会及び研修会の開催な
どに大きな影響が出ており、日程調整に難航している状態である。そこで、当士会にお
いては、「ZOOM」研修をとりいれ、場合によっては、ハイブリッド形式も念頭に入れ、
今後研修会を行っていく。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

県からの委託事業として、理学療法士会・言語聴覚士会合同で行っている研修会の中で、
リハ職向けの認知症との関わり方について講義を行っている。現在、介護福祉分野だけで
なく、医療分野で働く他のリハ職種に対しても理解を促している。また、認知症に関する
研修は、作業療法士会が担当として行っていく。

介護予防推進リーダーへの講師派遣



公益社団法人 静岡県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

静岡県作業療法士会では，学術部内に認知症班として位置付けて活動している．認知症
班にはSIGとWGがあり，SIGではアップデート研修会やステップアップ研修会を開催して
いる．WGでは，RUN伴への参加や地域の研修会の講師を行ったり，外部に向けての発信
をしている．現状ではコロナ禍の影響により，認知症カフェや家族会との関りができてい
ない状況にある．今後は，県士会員の認知症関連事業に参画して情報収集を行い，実態調
査を行っていく．また，地域や会員から求められていることの架け橋になれるように，情
報交換会を企画していきたい．

研修会事業

昨年度は，コロナ禍の影響によりZOOMによるオンラインでの
アップデート研修会を開催した．
参加者は40名であった．研修会の満足度は80％程度と高く，オン
ラインでの研修会は好評であった．
今年度も，10月にアップデート研修会を行う予定である．また，

今年度は鹿児島大学の田平隆行先生をお招きし，ステップアップ研
修会を12月に開催する予定である．

調査事業

県士会員で認知症事業に参画している方を把握し，実態調査を今
後行っていく予定．どの程度のOTが，どのような取り組みを行っ
ているのかを調査し，情報交換ができる場の提供を検討している．

地域事業

静岡市では令和2年に，認知症の方やその家族への総合的な支援
を行う中心拠点「静岡市認知症ケア推進センター“かけこまち七間
町」がオープンしている．市からの依頼により，リハ職（PT,OT）
で認知症予防講座を実施しており，プログラムの運営を行っている．
また，静岡市認知症初期集中支援チーム検討委員会として会議への
参加をしている．
浜松市の事業として，在宅医療・介護連携推進事業「知って得す

るお出かけ講座」に参画．市民向け（主に地域の高齢者）に認知症
予防講座を実施している．

家族会，認知症カフェ，RUN伴

かけこまち七間町

「県希望大使」として当事者の立場で情報発信する方の支援を，
ピアサポーターとしてOTが活動を支援している．
9月の世界アルツハイマーデーに合わせて，RUN伴や家族会のイ

ベントに参加予定．



一般社団法人 愛知県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

愛知県作業療法士会(以下、愛知県士会)では，引き続き認知症施策大網、愛知県独自の
認知症施策である「あいちオレンジタウン構想」を踏まえて、作業療法士が認知症の方の
自分らしい生活、「できる」を支援する具体的な取り組みを検討している。
今年度は、昨年度に実施した認知症疾患医療センターやもの忘れ外来における愛知県士

会員の関与の実態調査の結果を広報誌に掲載し、活動内容や課題等の周知を図った。さら
に、各方面への作業療法士の活用をアピールするためのパンフレットの作成、地域活動実
践者研修会の中で、愛知県認知症希望大使を招き、認知症のご本人とともに考える機会や、
地域包括ケアの人材育成研修会内で認知症についての講演を企画することにより、人材育
成の強化に努めている。認知症の方へ作業療法士の関わりが求められる中、対応できるよ
う体制づくりと人材育成をさらに、推進していく。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

今年度も愛知県士会員がキャラバンメイトのメ
ンバーとして参画する。また、世界アルツハイ
マー・デーに合わせて愛知県士会のホームページ
の配色をオレンジ色に変更し、アルツハイマー・
デーの概要や愛知県士会としての取り組みを紹介
するコラムの掲載を企画している。

認知症の人と家族の会との連携事業

愛知県士会としての連携事業は行えていないが、
愛知県士会員が愛知県支部の世話人を務め、若年
性認知症のご本人とご家族の居場所づくりにも関
わっている。

対面での研修会は開催せず、オンラインでの研
修会を実施することで、学びの機会が担保できる
よう取り組んでいる。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

行政との連携及び関連する事業内容

愛知県および名古屋市の若年性認知症自立支援ネットワーク会議に愛知県士会員が参画
している。若年性認知症の人に対して発症初期から高齢期まで本人の状態に合わせた適切
な支援が図れるよう、医療、介護、福祉、雇用の関係者が連携し、支援ネットワークを構
築することを目的としている。
また、今年度より愛知県では認知症のご本人2名を「愛知県認知症希望大使」として任命

し、認知症の啓発活動やピアサポート事業を実施しており、愛知県士会員がその活動のサ
ポートを行っている。さらに、県内で行われている認知症サポーター養成講座も兼ねる研
修会の後援も行っている。
こうした活動の中で、認知症の方への支援に行政等より作業療法士への期待が大きい現

状があった。行政担当者等とも意見交換を重ね、愛知県士会としてできることを検討して
いく。

作業療法士 認知症希望大使



2021 一般社団法人 三重県作業療法士会

認知症作業療法 活動報告
三重県作業療法士会では、①知識と技術の研鑽の場づくり、②OTが地域に出て活動するための仕組み

づくりを目的に、2017年度から認知症作業療法推進委員会（現、認知症とともに班）が発足し活動して
いる。 2021年度から活動目標を「認知症フレンドリー社会を目指す」と掲げ、下記の活動を実施中で
ある。今年度も新型コロナウイルス感染症による対策として、活動をオンライン中心とし、認知症当事
者や介護家族、他職種、OT県士会員のため、安全・安心の環境を整えたうえで活動している。

Mission1:

知識と技術の研鑽の場づくり

Mission2:

ＯＴが地域に出て活動する

ための仕組み作り

③ みえーる認知症
OT交流会

オンライン勉強会

2020年度から毎月１回オンラ
インを活用し、学習したこと、
研究テーマ、事例検討、臨床で
の困りごと、伝達研修などにつ
いて、認知症とともに班メン
バーが輪番制で発表・話題提供
を行っている。また昨年度は、
北海道県士会員と協働で勉強会
を企画運営し、全国から認知症
OTが参加し、ともにスキル
アップを行った。

⑥ 関係機関との連携
・認知症の人と家族の会：OT2名が若年のつどいの世話人を担当（うち1名は代表）。

OT2名が第36回 全国研究集会 in 三重の実行委員会を担当した。
・メモリーカフェ‘日永’：H28年度より、毎月「認知症の人への回想法実践」を実施中。OT数名参加。

取り組み内容が、日本作業療法士協会誌に掲載されました。

④ 回想法を活用した

地域づくり
2020年度から毎月１回
「OTオンライン回想法勉
強会」を実施している。
協働仲間づくりを行いなが
ら、共に回想法を学び、
リーダーの人材育成を図っ
ている。その後、認知症カ
フェや回想法研修会の地域
活動に繋げている。各市町
1名以上の参加目標を掲げ、
人材バンクを担っていく。

① 認知症アップデート研修会

8/1（日）に県下の薬剤師と連携し、臨床で直ぐ

活用できるよう、「病院・地域で働いて感じる多

職種との連携」「BPSDに対する薬物療法」「認

知症のBPSDに対する非薬物療法の取り組み」に

ついて講義を実施し、グループワークでは他県士

会員や他職種と活発な意見交換ができた。

② 認知症スキルアップ研修会
昨年度は、鹿児島大学の田平教授を招き、OTだけでなく、他職種

や行政など地域に携わる多セクションを対象に含め、認知症の人

のIADLを工程分析して介入につなげるための視点をご教授いただ

いた。今年度は、地域ケア会議，認知症初期集中支援チーム，認

知症カフェ，認知症の人と家族の会，通いの場，暮らしの保健室

などの話題提供と，活動につながる検討会を行う予定である．ま

た現在県の基金事業に挑戦しており、今後施策に則った活動につ

なげていきたい。

認知症フレンドリー

社会を目指す

⑤ 認知症フレンドリー社会：買い物・スーパーに焦点を当てる
認知症の人の現状と課題、地域別ニーズ、スーパーに訪問し環境や現状調査、スーパーのマッピング作りなど、できることを探り実行して

いる。北勢では認知症フレンドリーなイオンタウンを目指すため、有識者会議や本人ミーティング（実際に認知症の人がイオンタウン内を

買い物し、その結果を含め対話をする）を開催予定である。それらの結果を2022年１月に研修会＋報告会として実施予定である。

認知症アップデート研修会 

 

                    

認知症のある方の支援の中でお薬との兼ね合いでリハビリが上手くいかないケースや、どうすれば他 

職種と連携を取りやすいか悩んだことはありませんか。今回は薬剤師の先生を招いて講習を行い、認知 

症の薬物治療やリハビリに期待することを話していきます。そして研修の最後には参加者の皆さんとグル 

ープディスカッションで意見交換できる研修会となっています。 

研修内容 

1 . 「病院・地域で働いて感じる多職種との連携について」 

講師：作業療法士 工藤元貴 （デイサービスセンター渚園） 

2 . 「BPSDに対する薬物治療について」 

講師：薬剤師 川口勝 先生 （ひなが調剤薬局） 

3 . 「病院 OTの他職種連携について～認知症のBPSDに対する非薬物療法の取り組み事例～」 

講師：作業療法士 上田奈央 （主体会病院） 

4 . グループディスカッション 

  司会：作業療法士 河合晶子 （三重県医療保健部長寿介護課地域包括ケア推進班） 

   

開催日 ２０２１年 8 月１日（日） 

時 間  13 時 30 分～16 時 30 分 

参 加 費  1000 円  

開催方法  遠隔会議システム（Zoom） 

対 象 者 認知症のある方への支援に興味のある方（職種問いません） 

※作業療法士の参加者は基礎ポイント対象となります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 三重県作業療法士会 認知症とともに班主催 

認知症アップデートオンライン研修会 

認知症アップデート研修会とは 

 

下記からお手続きをお願いします。（７月２４日〆切） 

★申し込み★          ★お支払い・Pass mar k et★ 

 

★お問い合わせ★ 

E-mail 

mie.ot .d.c.@gmail.com 

担当：橋本・三浦 

 

 

 

 

 

 

( 受付：13 時～13 時 25 分)  

 ※事前振り込み（Pass Market 使用） 

 

※申し込み完了後、自動返信メールにて Pass mar k et のURLを添付し

ます。そちらからもお手続き可能です。 

 

  



一般社団法人 滋賀県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

滋賀県作業療法士会では，今年度は認知症にかかわる作業療法士のオンライン交流会を
開催し、研修計画につなげていきます。顔の見える関係づくりと、様々な領域で認知症に
関わる作業療法士が課題、情報を共有して認知症支援に関わることができることを目標に
します。
また、認知症の人と家族の会との連携についても継続していきます。カフェやつどいな

どの交流会での協力、また家族の会の方を講師に実際の介護家族について勉強させていた
だく機会を企画していきます。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

士会単独のイベントはありませんが、認知症の人と家族の会の啓
発イベント、講演会企画などに協力していきます。
（写真は昨年度、国宝彦根城のライトアップです。）

認知症の人と家族の会との連携事業

昨年度は認知症の人と家族の会の方より、OT向けに介護家族の
実際、家族の会の活動について研修いただきました。今年度より、
士会の認知症推進員が認知症の人と家族の会 滋賀支部の世話人に
就任し、より連携を意識して活動していきます。家族の会主催のカ
フェや士会共催の若年のつどいなどでの（コロナ禍で協力できる会
員は限られますが）協力士会員を増やし、士会員自身の地域実践の
場につなげていきたいと考えています。
昨年度より若年認知症のつどいについては共催で開催しています

が、対面でのつどいのため、今後はオンラインでの開催も検討し、
協力の形を考えていきたいと思います。

認知症に関わるOT交流会事業

認知症に関わるOTがつながることで、交流会では、認知症に
かかわる作業療法士の顔の見える関係づくり、地域だけでなくま
だまだ課題の大きい施設や病院でも認知症にかかわる作業療法士
も含め、様々な領域で認知症に関わる作業療法士が課題、情報を
共有して認知症支援に関わることができることを目標にします。

認知症支援にかかる人材育成事業

昨年度までは協会のアップデート研修を中心に開催していまし
たが、今年度はアップデート研修だけでなく、交流会で明らかと
なった課題に対して研修会を開催します。



認知症作業療法活動報告（概要）

京都府作業療法士会の社会貢献局に位置付けられる認知症支援推進部（2021
年8月現在〇〇名で構成）は，府民に対する認知症支援を軸とした直接的社会貢
献事業に取り組んでいる．

認知症カフェ支援に関する京都府からの受託事業（2018年度～2021年度現在）

支援依頼の内容に応じて，府下の認知症カフェにアドバイザーを派遣し，認知症カフェの運営
に関わる助言を行う「本人の活動を重視する認知症カフェ支援アドバイザー派遣事業」として
2020年度は4カ所のカフェに，計35回，延べ68名を派遣．
2021年度は「本人の活動を重視する認知症カフェ開催支援事業（WITHコロナ）」として受託.

認知症カフェの運営協力
受託事業に先行し，2013年より認知症カフェの運営に関与．
2021年度は6か所に，計23回，延べ28名を派遣．

認知症支援に関する会員の教育
教育部主催研修会へと移行し，研修内容や講師選定等を
当部が主に行う形で試行中．

今後の展開

・コロナ禍をはじめとした災害の中であっても展開できる認知症支援の実践継続
・京都市外のOTとの連携強化（Web会議の試行と実用化等）
・（公社）認知症の人と家族の会との連携強化
・士会内の他部署や他士会との継続的連携
・各種依頼へのタイムリーかつ良質な対応のための体制強化

各種連絡会・協議会への関与
当事者団体，医師会や行政，各支援機関などで構成され
ている団体へ部員の派遣を継続中．

認知症を考える公開Webセミナー（全3回）

埼玉県作業療法士会との連携

京都認知症カフェ連絡会への関与
世話人に部員1名を派遣．セミナー等の運営協力も継続中．

2019年度より埼玉×京都の公式連携開始．
2020年度はオンラインを用いた合奏にも挑戦！
2021年度も研修会企画中！

コロナ禍における社会貢献事業として開催．認知症当事者と仲間による講演と演奏，家族（認知
症の人と家族の会）の講演，OTの実践報告．（詳細は2020年度の活動報告を参照）
全3回の受講者は159名（府内外の当事者家族、OT、PT、ST、保健師、看護師、社会福祉士）

一般社団法人 京都府作業療法士会2021

（公社）認知症の人と家族の会との連携
世界アルツハイマーデー（9月21日）に開催される
京都タワーでのライトアップイベントの運営協力．



一般社団法人 大阪府作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

大阪府作業療法士会では，今年度より二次医療圏のブロックで活動している認知症支
援委員との有機的な連携を図るために、特設委員会である認知症支援推進委員会の委員
と兼務する体制作りを行いました。これにより、地域の実情に精通した委員からの情報
収集を行い、会員による認知症に関連する地域支援事業への参画状況について、府下全
域の実態把握を進める計画です。

１．認知症作業療法や認知症初期集中支援チームに関わる人材育成のためのの研修会
①認知症アドバンス研修「臨床編」（Web開催：年1回）
・認知症の人への臨床における作業療法実践力を高める
・参加資格：過去に府士会認知症初期集中支援に関する研修会かアップデート研修を
受講した会員を対象

②認知症アドバンス研修「地域編」（Web開催：年1回）
・地域における認知症の人への支援の理解を深める
・参加資格：認知症アドバンス研修（中・上級）か認知症
アドバンス研修「臨床編」を受講した会員を対象

2．近畿作業療法士連絡協議会との連携
・会議、情報交換会への参加（年4回）
3．教育部老年期領域・精神領域、就労支援委員会、運転と作業療法委員会との連携
・「認知症作業療法の質の向上（案）」に関する研修会（年1回）
・「若年性認知症の就労支援（案）」に関する研修会（年1回）
・「認知症と運転（案）」に関する研修会（年1回）
・老年期開催の認知症アップデート研修の運営フォローアップ
4．市町村、地域包括ケア委員会との情報交換・連携
・認知症初期集中支援チームに関する情報収集・人材推薦
・地域包括ケア委員会と連動した情報収集・人材推薦・啓発
（認知症予防活動、認知症カフェなどの活動状況）

5．各ブロックとの連携
・各ブロックとの情報交換を密にして連携を強化する
（ブロック重点項目担当者の委員会への参画）

・認知症初期集中支援チーム、認知症予防活動、認知症カフェ
の活動状況についての情報収集（情報収集シートの活用）

認知症の人と家族の会との連携事業

・定例会（つどい、つくしの会）への参加
・支部報への連載（認知症作業療法についてなど）
・「外出支援について」講演会（8月、10月）
・ゆっくりの部屋（大阪市認知症の人の社会活動推進センター）
の運営協力（講師派遣、活動支援など）

・会議、研修会は、すべてWeb開催
・「認知症の人とご家族の皆様へ（自粛解除バージョン）」
啓発フライヤーを作成しHPへ掲載

・Zoomを利用したWeb研修会「参加・運営」マニュアルの
活用（作成：大阪府作業療法士会）

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

会長：関本 充史 認知症支援推進委員会：野崎 健（ nozaki_emycrew@yahoo.co.jp ）



一般社団法人 兵庫県作業療法士会2021

認知症

兵庫県作業療法士会では，県士会内の特設委員会として設立された認知症対策委員会を中
心に認知症対策を展開している。現在、委員会での企画は大きく2つあり、一つは地域で認知
症の方やその支援者をサポートできる作業療法士の人材育成であり、もう一つは認知症の人
と家族会との連携による当事者支援である。研修では前年に続き、Ⅰ～Ⅲまでのステップ
アップ形式の研修を企画し、基礎的な知識から地域支援に関する演習までを学べる企画とし
た。病院や施設で働いている作業療法士が多い中、地域包括支援の視点を踏まえ、少しでも
地域で認知症の方を支えられる仲間を育成することが重要と考えての企画である。また、認
知症の人と家族会との連携では、当事者支援につながる活動実施に向けて企画そのものから
協働して活動していくことを予定していた。

認知症の人と家族の会と協働にて当事者支援に向けた企画を検討し進める予定であった
が、実施に至らず、企画、運営を行うことができなかった。

2020年度は7月、10月、1月にステップアップ研修開催を企画し
ていたが、COVID-19の感染拡大状況を考え運営は一時ストップした。
研修方法を、web開催に切り替えて再度準備を進めていたが、様々
な調整に時間を要し、実際に開催できた研修は、3段階のステップ
のうち第１段階のみの限定した開催となった。委員自身も試行錯誤
の中での開催となったが、Web開催での研修運営について得るもの
も大きく、2021年度の開催については2020年度の経験を基に、従
来の計画であったステップⅠ～Ⅲまでの研修実施につなげることが
できている。
認知症の家族会とは前年度に話し合いを持ち企画を立てるという計
画まで進めていたが、そのあとcovid‐19の感染拡大により、計画
が全面的に止まることとなり、再開の目途はまだ進んでいない状況
となっている。

地域で認知症の方やその支援者を支援する作業療法士の人材育成
に向けた活動は引き続き継続する方針で変わりはなく、2021年度
はwebをフルに活用して研修ができるように企画を進めている。ま
た、移動の負担をかけず地域を超えて様々な方を講師に迎えること
も対面に比べて行いやすいというWEBでのメリットを生かした企
画もあがっており、委員の一人の知人である英国のOTRを招聘して、
英国における地域でのOTRの役割と実践に関する講義と意見交換会
ができるように調整している。
認知症の人と家族の会との連携はcovid‐19の感染状況を見ながら
の企画検討となるが、活動の実施が難しい場合は、次年度以降も何
らかの連携を状況に合わせて継続できるよう、話し合いを持つよう
企画していきたい。

認知症の人と家族の会との連携事業

初Web研修の様子

兵庫県士会事務所を
キーステーションとして

認知症に関する活動計画（概要）

covid-19（新型コロナウイルス）の影響・対応など

研修事業の影響について



一般社団法人 奈良県作業療法士会
会長：西井正樹 認知症作業療法推進員：千葉 亜紀

認知症に関する活動計画（概要）

奈良県作業療法士会では、士会員に対し、認知症支援について相談・共有できる場を充
実させるため、
①分野別研修：2分野（地域・入院入所）の事例検討と意見交換会（Zoom形式）

認知症の方へのOTの支援の広報を兼ねて
②多職種研修：行政機関、事業所の講演（対面形式、状況に応じてZoom形式）
を予定している。
家族の会との連携、市町村事業については下記に記す。

予定していない。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

認知症の人と家族の会との連携事業

COVID-19(新型コロナウィルス）の影響・対応など

年2回開催の本人の集いイベントの協力参加を予定していたが、イベントが中止となった。
定期的に行われる家族の会主催のつどいには、認知症支援委員の派遣は感染症拡大防止の
観点から行わず、支援委員が臨床で介入している当事者・家族に紹介を続けている。
また、若年発症者向けのリーフレットを家族の会が作成され、そちらも広報している。

市町村事業については、一昨年度まで実施していた一般市民向けの認知症予防講座や啓発活
動、本人ミーティングが引き続き中止されているが、市町村職員との会議や施策検討は再開して
いる。

2021



一般社団法人 和歌山県作業療法士会2021
会長：川 雅弘 認知症作業療法推進員：後呂 智成

認知症作業療法活動計画（概要）

和歌山県作業療法士会では，「認知症の人の生活支援委員会」を設置し、委員は医療機
関や介護施設に所属する８名で構成。市町村からの依頼に対して認知症予防の講話や体操
の指導を行なっています。認知症アップデート研修は7月11日とR4年1月の年２回開催。今
年度は認知症アップデート研修➁～➂を開催予定。今年度から認知症の人の生活支援工夫
集を作成し、生活支援の在り方を普及、啓発していきます。認知症の人と家族の会 和歌
山支部と事業連携し、啓発事業を行なっています。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

今年度は新型コロナウイルスの影響で活動を行えていません。

認知症の人と家族の会との連携事業

認知症の人と家族の会 和歌山支部と事業連携し、各啓発事業や
講演会の開催協力を行うと共に専門職として認知症に関わる生活・
健康指導等を行なっていきます。また、「認知症の方への生活支援
～作業療法士の活用～」として認知症の方の支援における作業療法
の視点、作業療法士活用の問合せ先等を記載したパンフレットを配
布していく。

認知症アップデート研修や認知症における研修会等の対面開催は
難しい為、Z00Mを用いたオンライン研修会等を計画しております。
オンラインで参加しやすい環境づくりを行なっていきます。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

介護予防・日常生活支援総合事業

和歌山市では理学療法士・作業療法士・言語聴覚士による
「WAKAYAMAつれもて健康体操』を実施。作業療法士はその中で
認知症予防講座として認知症予防に効果的な生活習慣の紹介や運動
との関係についての講話や体操の指導等を行なっている。

今後の展開

・市町村から県士会として委託事業が受けられるように活動を継続する．
（認知症カフェでの関わり）
・アップデート研修会の開催と生活支援工夫集のデータ蓄積。



一般社団法人 鳥取県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

鳥取県作業療法士会では、平成年度より認知症対策委員会を設置し、①認知症初期集中
支援チームをはじめとする認知症施策やケア会議等において作業療法士の立場から適切な
助言・支援ができる人材育成、②地域・高齢者に対するケアを推進する地域の各職種と連
携・協働し地域の抱える課題の検討などを推進できるチームケアリーダーの育成を目的に
活動を行っている。年３回の認知症研修会は、令和2年度末時点で会員数544名中103名が
受講修了している。また、アップデート研修を28年度から毎年1回実施し、計165名の会員
が受講修了している（30.4％）。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

「認知症の人や関係者の思いをカタチにする」というテーマで、いままでRUNTOMO鳥
取に参加した参加者から“RUNTOMOのなかで出来たらいいなと思うこと・誰もが暮らし
やすい街になるためにあったらいいこと“についてコメント募集し、県内各所に掲示する
イベントを企画中。

認知症の人と家族の会との連携事業

2018年度から若年認知症サポートセンターが行っている「若
年性認知症本人と家族の集い」に会員を派遣。内容の企画・実
施に携わり、本人・家族のサポートを行っている。

「若年認知症の人と家族のつどい（にっこりの会）」へ会員
を派遣し内容の企画・実施に携わっていたが、COVID-19の影
響を受けて中止、派遣困難な状況が続いていた。感染拡大状況
に応じて内容の変更等を行い、一部Web開催へ変更したが、参
加者のWeb環境等が整っていないこともあり積極的な活用には
至っていない。
2017年度から実施していたRUNTOMOもCOVID-19の感染拡

大の影響により中止となった。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

平成28・29年度で国立長寿医療研究センターが開催している認知症初期集中支援チー
ム員研修へ県士会員を6名派遣、認知症研修会の中で伝達講習を行い、会員94名が受講済
み。現在、県内19市町村のうち、9市町村で初期集中支援チームへチーム員会議を中心に
会員が関与しており、一部では訪問等の実働も行っている。令和2年度前半はCOVID-19
の感染拡大に伴いチーム員会議も中止となっていたが、徐々に再開している。

研究開発に協力した「とっとり方式認知症予防プログラム」の
普及・啓発事業として、県内社会福祉協議会の担当者や県下サロ
ンの世話人向け研修会、老人クラブ向け研修会説明会などで市民
向けにプログラムの紹介やデモンストレーションなどを行ったり、
認知症予防専門士講座などでのプログラム紹介を行っている。

認知症初期集中支援関係

認知症予防関係

VR認知症研修会の様子

とっとり方式認知症予防プログラム

ろうあ仲間サロン会（ボッチャ）



一般社団法人 島根県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

島根県作業療法士会は，会員数525名・所属施設数132(令和2年1月21日現在)で構成され
ています。令和3年度は、昨年同様に県士会におけるコロナウイルス対策として対面形式で
の研修会の実施を中止と致しました。その為、残念ながらグループワークを中心に考えて
いた認知症研修会も開催を再度延期することとしました。現在は、アフターコロナにおけ
る活動方針を検討しており、認知症OTパンフレット作成、オンライン交流会などを進めて
います。

認知症研修会の実施(延期)

令和3年度認知症チーム研修は、昨年度延期になった多職種での
認知症ケアスキル向上を目的として、広島国際大学教授：大井先生
に講師をして頂き、「帰宅欲求のある方へのケア」についての研修
を企画していました。しかし、内容がグループワーク中心である事
から、感染予防の観点において延期と致しました。

地域や行政、認知症家族の会との連携

他職種向けの認知症作業療法啓発パンフレット作成が完成し、行
政や他職種に向けて配布を検討しています。

対面での研修会の開催が難しいため、県士会員同時での情報交換
の機会が減っている状況を考え、定期的なオンライン相談会の開催
を検討しています。将来的には、当事者の方や他職種にも参加して
いただける会にしたいと思っています。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響による研修会のあり方

島根Run伴への参加(出雲・大田・浜田・益田地区）

島根県作業療法士会会長が実行委員長となり他職種と連携しなが
ら「認知症になっても安心して暮らせる町」を目指して認知症の人
と家族の会・他職種・行政・一般の方と連携しながら活動していま
す。研修会への参加やイベント企画に協力させていただいています。

会長：小林央 認知症作業療法推進員：種宏樹/山本真理子

県士会員及び他職種、一般市民に向けて、COVID-19の影
響を考慮した活動可能な方法の検討、実施

今後の展開



一般社団法人 岡山県作業療法士会
会長：西出康晴

認知症支援委員会：大森大輔・宮城健一

2021

認知症に関する活動計画（概要）

（一社）岡山県作業療法士会では，現在認知症支援委員会として１３名で活動している。
【事業目的】
認知症の人が尊厳と希望を持って認知症とともに生きることや認知症になっても進行を

緩やかにすることに資する作業療法士を育成し、認知症があってもなくても同じ社会でと
もに生きる社会の実現に向けた地域貢献活動や調査・研究を実施する。
【活動内容】
１.認知症アップデート研修の開催
２.認知症作業療法実践事例報告会の開催
３.認知症作業療法フォローアップ研修の開催
４.認知症作業療法のエビデンス構築のための実践事例の集積
５.行政、関連団体に対する認知症作業療法の広報活動と連携
６.会員による認知症関連活動に関する調査
７.認知症生活行為支援実践者の地域支援事業への参画状況を把握
８.その他
以上の活動を進めている。

人材育成事業

今年度の研修（認知症作業療法アップデート研修２回、ＧＰ報告会１回、認知症作業療
法フォローアップ研修１回）は全てzoomを用いたオンライン研修を予定している。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

調査事業

昨年度、県士会員を対象に認知症支援の現状調査のアンケートを
実施し、332名の回答を得た。認知症支援に関する地域活動への参
加については、「参加している」「参加したことがある」と回答し
た会員は86名（26％）であった。今後、地域で活動している県士
会員の更なる発掘と情報共有を行い、行政や関連団体とも連携し、
認知症に関わる専門職としてアピールしていく。

地域支援事業へ参画できる人材育成

のため、今まで当士会が進めてきた認
知症生活行為支援実践者研修に加

え、新たに認知症作業療法フォ
ローアップ研修を開催する予定であ

る。また、MTDLP普及推進委員会、地
域包括ケア推進委員会と協力して研修
会を企画し、地域支援事業を実践レベ
ルで行える作業療法士を育成していく。

関連団体との連携

昨年度は新型コロナの影響で関連団体との連携が図れないことが多
かったが、zoomを用いて認知症の事例について多職種と一緒に考え
る研修会へ参加した。今年度は「おかやま若年性認知症支援セン
ター」と連携し、活動への参加や活動の企画提案していく。

認知症生活行為支援実践者15名



2021

認知症作業療法活動報告（概要）

研修

地域支援

広島県作業療法士会では，士会役員及び事務局員，大学等学術
経験者・認知症疾患医療センター設置施設の会員で社会貢献部内
に認知症OT推進担当を設けている。
認知症OT推進担当部員を中心に認知症生活行為支援指導者研修を運営し人材育成を軸とし

た「研修」、関係機関からの要請に基づいた会員の紹介などの連携、福祉祭りなどの活動を
通じた啓発活動や相談を行う「地域支援」、大学などとの連携による新たな介入方法につい
ての検討、検証などを行う「研究」の活動を展開している。

認知症生活行為支援指導者研修基礎課程（テーマA~F）、実践者研修、
認知症アップデート研修を二次医療圏域4か所に振り分け各1回開催する。
研修は下記の運用マニュアル・研修シラバスをもとに運営している。

一般社団法人 広島県作業療法士会認知症生活行為支援指導者研修制度
運用マニュアル・研修シラバス第2版
http://hiroshima-ota.kir.jp/wptest/wp-content/uploads/2020/03/97352d2b4ea847058b104a87acd372cb-1.pdf

認知症生活行為支援指導者 養成研修 構造図 2020

②日本作業療法士協会
認知症アップデート研
修修了

①認知症生活行為支援
指導者研修基礎課程
（A~F)受講

認
知
症
生
活
行
為
支
援
指
導
者

研
修
基
礎
課
程
修
了

※①②は並行して受講可能

実践者研修３ 実践報告もしくは県士会
より募集する社会活動※２ ・
県士会の依頼による講師
等での実践

実践者研修２ 実 習
（職場等での実践）

実践者研修１ 県士会の取り組み※１
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※１実践者研修１は基礎課程修了前より受講
可

※3職場等における社会活動とは地域住民や
他職種へ向けた講演、認知症カフェなどへの
参画等

令和２年３月
一般社団法人
広島県作業療法士会

以下のいずれかの実施により指導者認定を行う
➀ 1例以上の実践報告
② 県士会より募集する社会活動※２での2年以上の継続
した実践
③ 県士会の依頼による講師等による実践
④ 職場等における社会活動による実践※３

※３実施内容を県士会に報告が必要

※２県士会より募集する社会活動とは認知
症の人と家族の会、認知症カフェ等

人材育成状況（2020年度末）

会員数 １５９８名
（令和３年８月２１日現在）

認知症生活行為支援指導者
１３名

認知症生活行為支援実践者
３５名

基礎課程修了者
２９７名

認知症アップデート研修修了者
３７９名

・関係機関からの要請に応じた会員の紹介等、情報の提供や共有
・若年性認知症支援ネットワーク会議委員への会員派遣
・行政機関との連携による認知症カフェの運営への会員の派遣 → 計５回５名の派遣

研究

県立広島大学の域課題解決研究での連携
https://www.pu-hiroshima.ac.jp/uploaded/attachment/15672.pdf

https://www.youtube.com/watch?v=hOd_sGaXr-U&feature=emb_title

認知症の人と家族の会との連携事業

認知症の人と家族の会広島支部の若年性認知症のつどい「陽溜まりの会」への会員の派遣を
中心に連携を行っている。2020年度は県内3か所の「陽溜まりの会」へ計１８回延べ２５名
の派遣を行った。2021年度も継続して会員の派遣を行っている。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

感染拡大状況により認知症カフェ等地域での活動において施設の使用の制限などにより休止な
どの制限が続いている。また、福祉まつりなどでの啓発機会減少、地域支援事業に関わる会員
が限られてしまうなどの影響が出ている。
一方で研修事業などWEBを活用により開催の担保が出来るようになった。

一般社団法人広島県作業療法士会

http://hiroshima-ota.kir.jp/wptest/wp-content/uploads/2020/03/97352d2b4ea847058b104a87acd372cb-1.pdf
https://www.pu-hiroshima.ac.jp/uploaded/attachment/15672.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=hOd_sGaXr-U&feature=emb_title


一般社団法人 山口県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

山口県作業療法士会では，今年度は、①「認知症の人の生活行為への支援」をテーマと
した研修、②認知症アップデート研修の2つの研修を企画しています。①では、認知症の人
へのMTDLPの活用も含めて、当事者がやりたいと思う作業に焦点をあてた実践や、アセス
メントに関する内容にて準備をしています。②については、これまでのカリキュラムに含
まれていた基礎的な知識・技術についての内容に加えて、トピックスや事例等も含めて、
より多くの参加が得られるよう企画をしています。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

①周南市立図書館でのイベント：周南市地域包括
支援センター・周南市立図書館によるアルツハイ
マーデータに合わせたイベントが予定されていま
す。これまでも、市民を対象とした「認知症にや
さしい図書館」イベントで、講義・書籍の紹介・
体操・相談コーナーなどを設け、企画運営に協力
をしています。
②ライトアップ事業:今年度、認知症の人と家族
の会山口県支部の事業として行うライトアップ事
業で、海峡ゆめタワー(下関市)、金谷神社(萩市)
の2か所に、参加協力予定です。

認知症の人と家族の会との連携事業

今年度は、認知症の人と家族の会山口県支
部の引き受けにて、10月31日(日)に山口県山
口市のKDDI維新ホールにて「認知症の人と家
族への援助をすすめる第37回全国研究集会in
山口」が開催されます。山口県士会からも企
画運営に参加協力をしています。また、同日
に開催予定の山口県主催の認知症カフェサ
ミットにも、同様に実行委員として参加し、
準備に協力をしています。

今年度に入り、会員の所属する勤務先でも感染やクラスター発生が起こったり、通
所・訪問といった事業所でもかなり活動の制限があるとの報告を受けています。委員
会独自にとっている対策はありませんが、認知症の人や介護家族の健康と安全を守る
ための情報について、発信できたらと考えています。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

会員に向けた情報発信の取り組み

今年度、認知症初期集中支援委員会では、認知症施策推進事業をはじめとする地域活
動を知ってもらうため、山口県作業療法士会の会報「それっちゃ山口」へのコラム掲
載をはじめました。委員会からの発信だけでなく、認知症にかかわる会員からの相談
受付等、双方向のやり取りができる体制に向けて、準備していけたらと思っています。

昨年度の海峡ゆ
めタワーでのラ
イトアップの様
子。山口県士会
員が運営に参加
しました。

県士会員や県内
養成校も、企画
運営に協力して
います。



一般社団法人 徳島県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

徳島県作業療法士会では，独自に開発した介護予防ツール”ラシーサカード“の普及を
図っている。今年度は、より地域への普及を図るため、パンフレットの作製を進めている。
また、人材育成として会員向けに、研修の実施や情報交換の場を提供している。
家族の会とも連携し、認知症フレンドリーマップの作製に協力する予定となっている。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

アルツハイマー月間に合わせ、会員向けに神戸大学の小川真寛先生に講師を依頼し、
作業に焦点を当てた作業療法と題し、ウェブ研修を開催する予定である。

認知症の人と家族の会との連携事業

認知症の人と家族の会と徳島市との協働事業として、認知症フレンドリーマップを作
製することが予定されている。その際、フィールドワークやマップ作成に協力する予定
である。

認知症研修をウェブで開催。運営側も不慣れであり、委員を講師
として、アップデート研修の一部を行った。
また、認知症研修とは別に、会員同士の情報交換や交流を目的と

した、認知症OTカフェをウェブで実施。コロナ感染症の感染拡大
のため、他の作業療法士と話す機会が少なくなった会員にとって、
自分の思いを話したり、他の作業療法士の悩みを聞いたりし、横の
つながりが意識できた、良い機会となった。

会員向け事業

ラシーサカード普及事業

ラシーサカード普及事業として、使用者研修の他に、阿南市
と協力し、市内のサロンで配布されるDVDの作製に協力し、
ケーブルテレビで放送するなどし、サロンのみならず、自宅で
もラシーサカードが使えるようにした。
また、サロンの交流会やいきいき百歳交流会に講師として呼

んでいただき、市民の皆さんに紹介・配布させていただいた。
今年度は、他の市町村や関係機関にラシーサカードを知って

もらうべく、パンフレットを作成し、配布する予定である。



一般社団法人 香川県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

香川県作業療法士会では香川県や各市町からの依頼を受け、健康ステーション健康長寿
講座や認知症予防講座に継続的な県士会員派遣を行っている。健康ステーション健康長寿
講座は、高齢者にかかわる総合的な健康をテーマに行われており、認知症に関するテーマ
は非常に関心が高く、作業療法士による講座は毎回好評を得ている。人材育成としては、
香川県長寿対策課とともに、2016年から認知症初期集中支援員養成事業を、初期集中支援
に限らず広く地域実践につなげるため、認知症ケア人材育成研修補助事業として実施して
いる。また、香川県からの委託事業として、3団体協力のもと、認知症予防キャラバン事業
として、県民に対する普及と啓発、予防に取り組んでいる。

認知症ケア人材育成研修補助事業

高松市からの依頼で、高松市健康ステーションにおいて、医師、
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、看護師等の専門職が健康・
介護予防に関する講座をおこなっている。毎年、OTは認知症講座
を担当している。参加者からは「毎日の生活のなかで教えて頂いた
事を実行したいと思います。」などの嬉しい声を頂いている。

認知症予防キャラバン事業

香川県からの委託事業として作業療法士会，理学療法士会，言語
聴覚士会のリハ職３団体が協力し「認知症キャラバン事業」を実施
している．昨年度は地域の自治会や老人会から約50件の依頼があ
り，73名の講師（OT/PT/ST）を派遣し，延べ1,317人の県民の皆
さまに参加いただきました．認知症予防の知識や運動を体験いただ
き笑顔が絶えない好評な事業である．今年度も概ね50件前後の派
遣を予定している．

健康ステーション健康長寿講座

県からの補助を受けて実施している。認知症アップデート研修を
基礎研修に位置づけ、実践者研修、修了者研修と段階を踏む、認知
症ケア人材育成研修として実施している。すでに基礎研修（認知症
アップデート研修）を実施したが、新型コロナウィルスの影響で参
加者は6名にとどまった。実践者研修と修了者研修については、
Webによるリモート研修を検討している。初期集中支援に限らず地
域への実践につなげられるよう、また、現状況下で人材育成が滞ら
ないよう、創意工夫しながら進めていく予定である。



一般社団法人 愛媛県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

愛媛県作業療法士会では、2017年度より認知症支援部門を立ち上げている。認知症地域
支援事業として、東予・中予・南予地区の地区別にメンバーを配置し、県内各市町や関連
団体より依頼を受け、認知症サポーター養成講座や、介護予防教室等へ出向き、作業療法
士として地域支援に資する活動を行う。また、「認知症の人と家族の会」との連携を図り、
スタッフの派遣等を行う。
県士会員に向けては、アップデート研修を開催し、認知症に対する理解の推進を図り、

どの領域でも期待される役割に応えられる作業療法士の養成を目指す。

認知症地域支援事業

一昨年度、「三浦保」愛基金の助成を受け
て、認知症予防・啓発を目的とした「えひめ
カンカン 体操」DVDを作成した。そして、
愛媛県下全ての社会福祉協議会・地域包括支
援センターへDVDを配布し、説明会を実施し
ている。
次に、県士会員の所属する施設にもDVDの

配布を行っている。今後は地域支援事業の一
助としてDVDが活用できるように、県士会員
に対し、指導者養成研修を実施し、地域で活
躍できる作業療法士を養成していく。

認知症にやさしい地域づくり講演会

認知症地域支援事業の一環として、四国中央市
では、地域包括支援センターと協同し、「認知症
にやさしい地域づくり講演会」と題した、認知症
啓発・予防事業を行っている。その中で、地域で
使いやすい形で認知症予防体操を行うため、地域
包括支援センターと認知症支援部門にて四国中央
市版えひめカンカン体操のDVD作成を行った。地
域住民には今後お披露目会を実施する予定である。

新型コロナウイルス感染拡大を懸念し、各地区の積極的な活動は控えている。
また、県士会員に向けて、認知症に対する理解の推進を図るためのアップデート研
修を毎年行っているが、昨年度は中止した。今年度は、WEBでの開催が出来るよう
に準備を行っている。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

認知症サポーターキャラバンメイト

県士会における認知症地域支援部門の活動の一環として、メンバーは認知症サ
ポーターキャラバンメイト養成講座の受講を予定している。作業療法士として専門
的な知識を持ち、アウトプット出来ることは勿論のこと、行政と協同できる作業療
法士を増やしていく。



2021

認知症に関する活動計画（概要）

高知県作業療法士会では，2017年度より認知症の人に対応できる人材育成と作業療法士
の地域参画を目的に，地域連携部認知症班として活動を行なっている．
新型コロナウイルス感染対策を講じながら認知症の人への対応力の基礎作りとして，

アップデート研修の実施を行っている．地域事業では昨年度までに県内の認知症カフェの
情報収集を行い，今年度より班員が運営に携わり認知症カフェを開催している．今後も感
染状況に応じて，地域活動での人材育成と介護予防事業に作業療法士を派遣することを視
野に入れ活動を進めていく．

認知症カフェへの参画

2021年6月より偶数月に開催している．認知症の人に携わる方
を支援する目的で開始．1回目は支援する方の情報交換会，2回
目は認知症に見られる症状と対応方法をテーマに実施．テーマ
に限らずその場で話題に上がった内容に応じて情報交換や助言
を行っている．認知症カフェのロゴを作成し活動のPRとしてい
る．今年度は全5回を予定している．

アップデート研修の実施

期 日：2020年2月13日（土）
場 所：高知県作業療法士会事務局 WEB研修会
参加者：23人
2021年度は2022年2月に開催予定．

2020年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け，班会や
研修会はリモート形式で開催．2021年度も班会はWEB会議を実施
しつつ，研修会に関しては昨年度のWEB研修会の利点と欠点の振
り返り，県下の感染状況に応じて形式を決めていく．

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

認知症予防事業

新型コロナウイルス感染拡大の影響により地域で認知症事例が増
えていると感じているが，活動を共にする各団体との協業が停滞し
ている．以前には，介護予防に関する団体と協業する企画もあった
事から，withコロナ，afterコロナの視点を持ち予防的な関わりを
持てるよう模索していく．

一般社団法人 高知県作業療法士会
会長：平松真奈美 認知症作業療法推進員：田村美穂



公益社団法人 福岡県作業療法協会2021

認知症に関する活動計画（概要）

福岡県作業療法士会では、保健福祉部内に認知症作業療法推進委員会を設置
し、保健福祉部理事を含めて6名で活動をしている。活動は、「認知症アップ
デート研修」をはじめとした研修の開催、会員に対する最新知識の普及活動
を実施している。今後は、地域活動などとのつながりを深め、並行して、地
域活動が出来る作業療法士の育成、県士会員のつながりの強化を図る活動を
継続的に実施していきたい。

会員向け研修事業

令和2年11月17日、25日と2日間に分けて、認知症アップデート研修をオンラインで開
催し、64名の会員が参加した。認知症アップデート研修は、これまで4年間で5回開催し、
延べ384名の修了者となった。今年度も、11月にオンラインで開催予定としている。
また、今年度は、応用的な研修として、地域における認知症支援に関する内容を企画

し、オンラインでの開催を予定している。

市町村事業などへの協力体制の構築 事業

各市町村での協力体制の構築を目指し、認知症関連の地域事業の状況把握を適宜実施して
いる。また、行政から協力依頼があった際は、スムーズに人材派遣が行える体制作りを検
討している。現在も認知症サポーター養成講座研修の講師派遣等を行なっている。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

「福岡オレンジパートナーズ」への登録の検討
福岡オレンジパートナーズとは、認知症の人とその家族、企業、

団体、医療。介護。福祉事業者、行政で構成し、認知症について
自主的に「知る」「考える」「つながる」「行動する」ためのコ
ンソーシアムであり、認知症になっても自分らしく生きるために
何ができるかを考え、実際の取り組みにつなげることを目指して
いる。委員会内で本事業について担当課長よる説明会を実施し、
現在、団体登録に向けて動いている。

認知症関連事業の会員の実態・意向調査の検討
会員の認知症関連事業の実践者や意向の把握、その繋がり作りを目的として、Webア

ンケート調査を予定している。アンケート集約をもとに、将来的には協会内で認知症事
業の人材バンク・ネットワークを構築し、育成しながら各市町村事業に派遣・協力でき
る体制の整備を目指している。

認知症・草の根ネットワーク(北九州)への協力
認知症・草の根ネットワークの活動は主に認知症カフェモデル事業の運営など。現
在、2名の作業療法士が理事として活動をしている。

委員会活動や研修事業は全てオンラインで実施している。オンラインの特性を生かし
ながら、収束後は、スムーズに対面事業に移行ができるように整備をしていきたい。



2021

認知症作業療法活動計画（概要）

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

・認知症の人と家族の会 佐賀県支部と佐賀県が協力
して2018年から毎年、認知症啓発イベントが開催され
ており、県士会員も協力。認知症支援のシンボルカラー
であるオレンジにライトアップされる。今年度は数ヵ所
の施設をライトアップする方向で調整中。

・新たに江北町からアルツハイマー・デイに合わせたイベ
ントの協力依頼があったが、COVID-19の影響で対面での
開催は中止となった（ライトアップは実施）。

一般社団法人 佐賀県作業療法士会
会長：山口洋一 認知症作業療法推進委員：佐々木 裕志

・佐賀県作業療法士会では、OT協会（制度対策部認知症班）の重点活動項目に沿った取り組
みを継続・発展させる為に、地域包括ケア推進部の中に認知症支援委員会を設置し、16名
の委員で連携を図りながら取り組みを進めている。認知症に関連した研修や派遣事業を通
して会員の資質を向上させ、佐賀県での認知症に対する支援が出来る事を目指している。

・佐賀県作業療法士会では県・市町村からの依頼を受け、認知症初期集中支援事業、
認知症予防事業、認知症カフェ事業に県士会員を派遣している。

・その他、佐賀県5地区に当委員会で担当者を設置し、各地区における認知症関連事業と
派遣実績の現状把握、及び認知症関連の依頼に応じた講師及び協力派遣を行っている。

認知症の人と家族の会との連携事業

・認知症の人と家族の会 佐賀県支部が主催する認知症
カフェが佐賀市、伊万里市、鳥栖市で毎月開催されて
おり、それぞれに県士会員2名を派遣。

・2020年度、認知症の人と家族の会が主催する「つどい」
において自宅で出来る運動と脳トレをテーマに講師依頼
があり県士会員2名を派遣。今年度は、江北町で開催さ
れる「家族のつどい」に県士会員2名を派遣予定。

佐賀県・市町からの委託事業及び認知症研修

・佐賀県健康福祉部からの委託事業「認知症ケアに携わる者のリハビリテーション研修会」
では、2016年から毎年計10回の研修会を行い、2020年度は延べ452名の受講者であった。
今年度は、地域向け、行政向けの内容を盛り込んだ形で企画を進めている。

・認知症初期集中支援事業に佐賀・唐津・伊万里市よりチーム員推薦依頼があり5名を推薦。
・鹿島市、江北町より認知症カフェ年6回開催の委託があり毎回5～7名を派遣。
小城市からは認知症カフェ（年12回）、若年性・軽度認知症サロンへの参加者の評価

（年4回）の委託があり毎回2～5名を派遣している。
・認知症OTアップデート研修を実施し、受講者は19名（2021）。今後は修了書を発行した
県士会員を対象に、認知症OTエキスパート研修を計画していく予定。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

・県士会でZoom契約を行い、Web会議の実施、各研修会も
リモートで開催しながら各事業を進めている。

・今年度、県士会組織に特設でICT委員会を設置し、研修案内、
振込方法、リモート研修システムの充実を目指して検討中。

・認知症カフェでは、人数制限や時間短縮など感染予防を
徹底し開催している地域へ派遣協力を行っている。

・今年度は、コロナ禍で臨床実習等への影響を考慮し、早めに
新会員の方々が学びの場に参加できるように計画した。

佐賀大学美術館 ライトアップ

「つどい」でコロナ禍でも自宅で
出来る運動や脳トレをテーマに講師

認知症カフェの様子



一般社団法人 長崎県作業療法士会2021
会長：沖 英一 認知症作業療法班：日南 雅裕

認知症作業療法活動報告（概要）

長崎県作業療法士会では、制度対策局内に認知症作業療法班を設
置し、県士会会員の人材育成等に取り組んでいる。
又、2015年より長崎県福祉保健部委託事業としてナガサキリハビ
リテーションネットワーク、医師会、理学療法士協会、言語聴覚
士会、作業療法士会の5団体共同にて「地域包括ケアに資する地域
リハビリテーション専門職認定研修会」を実施。
県・市町村の事業については相談窓口を長崎県リハビリテーショ
ン支援センターに1本化し、修了者の中から各士会理事会協議にて
推薦し対応。

認知症初期集中支援事業

市町村からの依頼を受け、認知症初期集中支援チーム設
置のアドバイザーとして、県士会会員を派遣している。

今後の展開

・各市町村において行政からのニーズに対応できる県士会員の育成
・会員が興味を持って持続的に参加できる研修システムの検討
・県内の認知症作業療法に関する取り組み事例をGPに落とし込むスタイルでの収集

認知症予防事業

地区毎で実施している市民向けの作業療法啓発事業等において、
認知症予防をテーマに実施。
市町村からの依頼に対して各圏域ごとに設置されている広域リ
ハセンターを窓口として、従事者の派遣調整がなされている。
又、従事するスタッフを対象として地域包括ケア対策部介護予
防班により認知症予防に関するスキルアップ研修を実施。

認知症カフェ事業・プロボノ活動

長崎県認知症の人家族の会世話人、地域の家族の会メン
バーとして活動したり、勤務する事業所がカフェ事業等
に参加している作業療法士は存在するが県士会として情
報を把握できていない。

県と公益社団法人認知症の人と家族の会長崎県支部は、毎年 9 月 21 日の「世界
アルツハイマーデー」及び 9 月の「世界アルツハイマー月間」に共同で、認知症
の理解を深めていただくための普及啓発を目的として県内各地で、昨年度に引き
続き認知症のイメージカラーであるオレンジのライトアップを実施。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画



一般社団法人 熊本県作業療法士会2021

認知症に関する昨年度下半期の活動報告と今後の活動計画（概要）

熊本県作業療法士会では，平成27年度から活動を開始した認知症プロジェクトチームか
ら令和２年度より事業部認知症班として活動を行っている。また、このメンバーが中心と
なって認知症アップデート研修を専門教育部で行っている（表１） 。昨年度からオンライ
ン研修となり、運営や参加する県士会員にとっても手探り状態での開催となったが、例年
通りの参加者数だった。また、認知症の人と家族の会（熊本県支部）との交流も地道に活
動を継続し、作業療法士の参加は無くてはならないものとなっている。さらに、この会が
主催する世界アルツハイマー・デーに開催される記念講演会では作業療法士が講演し、熊
本県作業療法士会で作成した冊子「認知症の人への関わりヒント集」とそれを動画にした
URLとQRをチラシにして会場で配布予定である。

（表1．認知症アップデート研修参加者）

認知症の人と家族の会との連携事業

毎月第3日曜日午後、認知症の人と家族の会（熊本県支部）が行っている当事者及び
家族の交流会「みどりの小路」に参加している。毎回、約8組のご家族が参加されてい
る。まずは、ボッチャなどのゲームを楽しんだ後に当事者と介護家族に分かれミーティ
ングを行っている。その中で熊本県作業療法士会会員は、体操やミーティングの補助な
どを行っている。

動画作成事業

実話を元に、当事者の「想い」に焦点をあてた動画を作成した。
これを地域包括支援センターや認知症に関する研修など様々な場面
にて活用してもらいたいと願っている。今回紹介する「徘徊」も当
事者には理由があり、駅に行きたいけど、認知症により駅に行く道
筋を忘れてしまい、ただ単に「迷子」になっているだけかも知れな
い。大切なことは周りの方々が認知症の人の想いを知ろうとするこ
とであり、それが「共生」への一歩となるのではないかと考える。
このDVDが認知症の人やその家族が不安なく自分らしく過ごせるこ
とに繋がれば幸いである。
関係機関へのDVDの配布と県士会ホームページへの掲載を予定

している。

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

基礎編 122名 82名 81名 76名 32名 69名

応用編 ー 60名 57名 中止 30名 開催予定

（非売品）



公益社団法人 大分県作業療法協会2021
会長：高森聖人 認知症作業療法推進委員：真田康孝

認知症作業療法活動計画（概要）

大分県作業療法協会では，認知症アップデート研修を中心に認知症支援にかかる人材育
成に取り組んでいる。例年であれば研修会の内容を3段階に分け、最終的にカフェの運営も
行っている。昨年度は新型コロナウィルスの影響を受け、2段階のWEB研修を実施した。
今年度もWEB研修が中心となっているが、事例検討を積極的に行う予定である。また認知
症予防をテーマにしたリーフレットを作成し、今年度中の発行を予定している。

認知症アップデート研修Ⅰ

2020年10月9日「作業療法士として押さえておきたい評
価と介入のポイント」と題しWEB研修会を実施した。日本
作業療法士協会作成「認知症作業療法評価の手引き」を用
い、評価の標準化とその結果を支援に結び付けるため思考
過程の整理を行った。30名が参加した。
今年度は6月27日に開催し、参加者23名であった。

認知症アップデート研修Ⅱ

2021年2月17日「評価結果と支援方法を結び付けよう」と
題した研修会を行い、13名が参加した。事例を用いてグルー
プワークを行い、評価と支援を結びつける思考過程の整理を
行った。
今年度は10月に事例検討会を予定しており、研修Ⅰの受講

者のうち、3名が事例報告を予定している。

大分県社会福祉介護研修センターからの依頼で、令和2年度介護予防推進事業に係る「介
護職員現任者研修」に、認知症作業療法推進委員会から講師を派遣した。今年度も派遣予
定である。

認知症支援に関する講師派遣

リーフレットの作成

サロンなどの集いの場で活用するためのリーフ
レットを作成中である。認知症予防をテーマにして
おり、講座などで配布し啓発活動を行っていきたい
と考えている。

リーフレットイメージ



一般社団法人 宮崎県作業療法士会2021

認知症に関する取り組み

宮崎県作業療法士会では，平成30度より地域関連事業に重点的に取り組む「地域包括ケ
アシステム推進部」を新設し，その一部門として「認知症対策担当」を設け，認知症関連
事業への取り組みを行ってきました．
昨年度はCOVID-19の影響で，研修会等が中止となってしまいましたが，今年度はコロ

ナ禍という状況を考慮し，ZOOMを用いた研修等を通して認知症作業療法の普及啓発＆人
材育成のためのシステム構築を目的に，下記の事業に取り組む予定としています．

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

認知症の人と家族の会 宮崎県支部主催「世界アルツハイマーデー記念講演会」
日 時：令和3年9月11日(土) 13:30-16:10
場 所：宮崎市総合福祉保健センター
内 容：「若年性認知症の初期を考える」
基調講演 講師：藤元ますみ先生（けんなん病院副院長）
シンポジウム：長谷川聖子（福祉サービス事業所「ポノポノ」管理責任者），高松孝綱
（小規模多機能ホーム「ゆらり青葉」介護支援専門員），甲斐賢一（「協和病院」作業療
法士），生田みいこ（若年性認知症コーディネーター）

認知症の人と家族の会との連携事業

「若年性認知症の人の本人交流会への参加」
認知症の人と家族の会により毎月1回開催されている，若年性認知症の人の本人交流会へ
定期的に参加．

日 時：令和3年10月30日(土曜日) 14:00-17:10
開催方法：ZOOMを使用したオンライン研修
内 容：講義1 ｢世界及び日本における認知症の課題｣ 講師：岩切良太

講義2 ｢認知症の障害の本質と認知症原因疾患への理解｣ 講師：押川真唯
講義3 ｢BPSDの原因・背景及び障害構造の理解」 講師：桜川淳也
講義4 ｢認知症OTにおけるアセスメントとマネジメント｣ 講師：道本純子

認知症アップデート研修

認知症作業療法ステップアップ研修

令和4年1月22日(土) 14:00-17:00
開催方法：ZOOMを使用したオンライン研修
内容：「重症度に応じた認知症の作業療法(仮)」
講師：田平隆行先生（鹿児島大学医学部保健学科 基礎作業療法学講座 教授）

認知症初期集中支援事業への参画

県内，5市町村で作業療法士がチーム員，または初期集中支援チーム検討委員会委員とし
て活動中．



一般社団法人 鹿児島県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

鹿児島県作業療法士会の地域リハ推進部には2014年より「かごしま認知症OTネットワー
ク」という下部組織が配置されており、約20名のネットワーク員とともに認知症に関する
研修会の実施や地域での催し物への参加などを行ってきました。2020年の活動内容として
は、「認知症の人への作業療法の実際鹿児島県の今 in zoom」という交流会と生協コープ
かごしまからの認知症対策に関する依頼などが挙げられます。

認知症の人に関わるOT が、実際どのような支援をしているのかを急性期リハ、回復期リハ、
療養型病床群、訪問リハ、通所リハ、介護老人保健施設等の様々な分野の人で語り合う交
流会を開催した。本年度もWEB研修会を開催予定。

交流会・研修会

生協コープかごしまへの協力事業

生協コープかごしまから「認知症に負けない暮らし（健康）つくり」とのタイトルで、鹿
児島大学保健学科と鹿児島県作業療法士協会が提携し取り組みを行っています。
具体的な生活術を冊子にした「くらしのあれこれヒント集」を作成。鹿児島大学の田平教
授を中心に、かごしま認知症OTネットワーク員で作成した。作成過程では、認知症家族の
会鹿児島支部に原稿をみて頂き意見をもらいました。完成した冊子には、感想も寄せられ
ています。また、地方紙（南日本新聞）にも取り上げて頂きました。

「くらしのあれこれヒント集」をテキストに、生協組合員へ講座を鹿児島県全域で開催
予定しております。

・認知症アップデート研修事業の継続
・生協コープかごしま協力事業の拡大

今後の展開



一般社団法人 沖縄県作業療法士会2021

認知症に関する活動計画（概要）

２０２１年度より精神・認知症施策推進部として認知症に関する活動・計画を実施。主
な取り組みとして、①認知症ケア資質向上のための研修事業の企画、②認知症の人と家族
の会との連携強化、③県や市町村からの委託事業や要望への対応に取り組んでいる。各事
業に関わりながら認知症に携わる作業療法士同士が繋がれる場つくりを図っていくことを
目指し活動を行う。

世界アルツハイマー・デーでのイベントの企画

本年度は、世界アルツハイマー月間に向け、オ
レンジガーデニングプロジェクトを県士会広報や
認知症施策推進部での広報を行い、認知症啓発の
シンボルカラーオレンジの花で沖縄のまちや施設
を彩る活動に取り組んでいます。この取り組みを
通じて広く県民に認知症へのかかわりに関心を
持っていただきたいと考えています。

認知症の人と家族の会との連携事業

本年度はＣＯＶＩＤー１９の影響で、認知症カフェへのボランティア派遣が実施でき
ずにいます。今後はＷｅｂ環境による認知症カフェ等新たな運営方法等で支援に取り組
めるよう企画中。

多くの研修会等企画するも中止せざる得ない状況が発生している。
本年度、県より委託を受けていた認知症本人ミーティングは、ＣＯＶＩＤー１９感染蔓延
のため中止、次年度に実施延期となった。
現在は会議、県などとの打ち合わせもZoomを活用行う状況。今後、研修会等もＺｏｏｍ
等活用して行う予定。

COVID-19（新型コロナウィルス）の影響・対応など

今後の事業

・認知症の人と家族の会との連携強化
・認知症の方への評価研修（Webで行う）
・認知症に関わる作業療法士同士が繋がれる場を
作る。
ナイトカフェWeb版の模索、開催

・認知症キャラバンメイトの把握と活動について
の状況把握


